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2016 年度「エコマークフォーラム」開催のご案内

エコマーク ニュース
Eco Mark News

2017.2.10 100
エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。 No.

エコマークアワード ２０１６受賞者決定 ！

「エコマークアワード 2016」受賞団体・商品

金　　賞

株式会社 帝国ホテル

　　　直営 4 ホテルすべてでエコマークを同時に取得

～国際的ベストホテルを目指す企業として、快適性・安全性・利便性の追求と環境配慮を実現～

銀　　賞 中央化学株式会社　エコマークを活用して繋がる店頭回収リサイクルの輪　　　　　　　　　　　　

特 別 賞 秋田県 大館市　地域資源を活用した循環型社会の展開

プロダクト・

オブ・ザ・イヤー

ORPHIS  FW [認定番号：15 155 054] （理想科学工業株式会社）

グリーンライトバンド [認定番号：16 112 014] （グリーンプラ株式会社）

エコマークでは、消費者、事業者等ステークホルダーが集うコミュニケーションの場である「エコマークフ

ォーラム」を開催いたします。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

◆ 日　時：2017年 2 月27 日（月） 13 : 30～16 : 30（13 : 00 開場）

◆ 場　所：東京ウィメンズプラザ・ホール（東京都渋谷区神宮前 5-53-67）

◆ 参加費：無料（定員 200名、先着順）

〈プログラム〉

・基調講演　千葉大学大学院工学研究科 建築・都市科学専攻 都市環境システムコース 教授　松野泰也氏

・エコマークアワード 2016 表彰式

・エコマークアワード 2016受賞団体による事例紹介

・エコマーク年次活動報告

◆ 参加申し込み方法：氏名、所属（会社・団体・学校名等）、部署、電話番号、Ｅメールアドレスを明記の上、

Eメール、FAX または電話にてお申し込みください。エコマークウェブサイトの申込フォームから

も申し込みができます。

Eメール：kouhou@ecomark. jp　 FAX : 03-5643-6257   電話 : 03-5643-6255

＊詳細はエコマーク事務局のウェブサイト（https://www.ecomark. jp/ i nfo/forum/2016.htm l）をご覧ください。
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定について、 お知らせいた し ます。 （Ｖｅｒｓｉｏｎ の Ｎｏ.は改定前のも の）

植物由来プラスチッ ク ・ 合成繊維における対象樹脂の追加

　 エコマーク では、 植物由来プラ スチ ッ ク ・ 合成繊維

の認定基準についてポ リ ト リ メ チレ ンテレ フ タ レー ト

（ＰＴＴ） を対象の樹脂に追加し ま し た。 併せて、 関連

する商品類型の認定基準に関し、 部分的な改定を行い

ま し たので、 お知らせいた し ます。

●対象と な る商品類型

[２０１７ 年 ２ 月 １ 日改定]

Ｎｏ.１０３ 「衣服 Ｖｅｒｓｉｏｎ３.２」、 Ｎｏ.１０４ 「家庭用繊維

製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３.２」、 Ｎｏ.１０５ 「工業用繊維製品

Ｖｅｒｓｉｏｎ３.１」、 Ｎｏ.１２８ 「日用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１８」、

Ｎｏ.１３０ 「家具 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０」、 Ｎｏ.１４０ 「詰め替え

容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１０」

[２０１７ 年 ４ 月 １ 日改定]

Ｎｏ.１１２ 「文具 ・ 事務用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０」、 Ｎｏ.１４３

「靴 ・ 履物 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.５」

委員会報告

運営委員会 （第 ３７ 回）

　 第 ３７ 回運営委員会が ２０１６ 年 ９ 月 ２７ 日に開催され

ま し た。 報告内容は以下の とお り です。

〈報告内容〉

１．２０１５ 年度 （平成 ２７ 年度） エコマーク事業収支決算

について

２．２０１６ 年度 （平成 ２８ 年度） エコマーク事業の進捗状

況について

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/

ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｓｔｅｅｒｉｎｇ_ｄａｔａ/） をご覧く ださい。

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定のポイント 改定日

１０１
かばん ・ スーツケース

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.７

繊維に係る基準内容の変更

（Ｎｏ.１０４ 「家庭用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ３」 と の整合）

２０１７年４月１日１０９
タ イル ・ ブロ ッ ク

Ｖｅｒｓｉｏｎ２.７

ＪＩＳ の改定、 グ リ ーン購入法の改定によ る名称変更 

（「陶磁器質タ イル」 → 「セラ ミ ッ ク タ イル」）

１１２
文具 ・ 事務用品

Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０

グ リ ーン購入法 「判断の基準」 と の対象品目名の整合

（の り （固形）、 アルバム）

１１８
プラ スチッ ク製品

Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８

適用範囲の変更

Ｎｏ.１４０ 「詰め替え容器 ・ 省資源型の容器」 で対象 と なった対

象区分 （別表 １　①食品 ・ 化粧品容器、 医療容器） の削除

２０１７年２月１日
１２３

建築製品 （内装工事関係

用資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１３
分類 Ｃ-２　畳 ： マーク表示の追加

１４０
詰め替え容器 ・ 省資源型

の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１０

分類 Ｄ　軽量 ＰＥＴ ボ ト ル （容器） ： ＰＥＴ ボ ト ルの重量基準 （軽

量化） の引き上げおよび配慮事項の追加

分類 Ｅ　食品用器具および容器包装における再生材料を使用し

た ＰＥＴ ボ ト ル （容器） ： 配慮事項の追加

１４３ 靴 ・ 履物 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.５

分類Ｂ　ゴム製 ・ プラ スチッ ク製 ・ 繊維製靴、 分類Ｃ　その他の

履物 （和風履物、 ス リ ッパ、 サンダル等） ： 再生材料等の配合

率を算出する際の分母の明確化

２０１７ 年 ４ 月 １ 日
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トピックス

エコマークの国際協力活動について

　 エコ マーク では、 タ イ プ Ｉ 環境ラベル機関の国際ネ

ッ ト ワー ク 組織であ る世界エ コ ラ ベ リ ン グ ・ ネ ッ ト

ワーク （Ｇｌｏｂａｌ　Ｅｃｏｌａｂｅｌｌｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、 以下ＧＥＮ）

での活動や海外環境ラベル団体と の連携、 国際会議へ

の参加等を通 じ て、 環境 ラ ベル と グ リ ーン公共調達

（ＧＰＰ） の国際的な普及 ・ 発展に貢献し ています。

各地の環境イベン ト に出展しました

　 エコマーク は、 各地で開催された以下の環境イベン

ト に出展し ま し た。

・ ２０１６年１０月２２日、 ２３日　 「環境フ ェ ステ ィ バルふ

く おか ２０１６」 （福岡県福岡市）

・ ２０１６年１１月１２日　 「なかのエコ フ ェ ア ２０１６」 （東

京都中野区）

・ ２０１７年１月１３日～２月１２日 「東海三県一市グ リー

ン購入キ ャ ンペーン」

１ 月 ２１ 日、 ２２ 日 「ポー ト ウ ォークみな と ｅｃｏ

フェスタ」 （愛知県名古屋市）

１ 月 ２８ 日、 ２９ 日 「 リ ーフ ウ ォーク エコ博」

（愛知県稲沢市）

基準審議委員会 （第 ２２ 回）

　 第 ２２ 回基準審議委員会が ２０１７ 年 １ 月 １８ 日に開催

されま し た。 審議事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エコマーク商品類型 （認定基準） 案について （植物

由来プラ スチッ ク の樹種の追加） （Ｐ.２ 参照）

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて （Ｐ.２ 参照）

３．持続可能性を考慮し た基準 （サステ イナブル基準）

について

◆審議事項および資料等詳細は、 （ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｅｃｏ

ｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/）

をご覧 く ださい。

タ イ ・ グリーンラベルとの覚書締結式の様子

「なかのエコ フ ェア ２０１６」 のエコマークブース

実施時期 活動内容 開催地等

２０１６ 年

９ 月

ＧＰＰ と 環境 ラ ベルの東南ア

ジアカ ン フ ァ レ ン ス出席、 な

らびにタ イ ・ グ リ ーン ラベル

と 「複写機 ・ プ リ ン タ などの

画像機器」 共通基準改定に係

る覚書締結

タ イ ・

チェンラ イ

２０１６ 年

１０ 月

ド イ ツ・ブルーエンジェル 「画

像機器」 基準改定に係る公聴

会出席および相互認証協議

ド イ ツ ・

ベル リ ン

２０１６ 年

１０ 月

ＧＥＮ の役員会お よ び年次総

会出席

ウク ライナ

・ キエフ

２０１６ 年

１１ 月

「ド イ ツ ・ 欧州の環境規制動向

セ ミ ナー ２０１６」 開催
東京

２０１６ 年

１１ 月

アジア生産性機構 （ＡＰＯ） 主

催ワー ク シ ョ ッ プに講師 と し

て出席

東京

２０１６ 年

１２ 月

国連環境計画 （ＵＮＥＰ） 主催

ワーク シ ョ ッ プ出席
中国 ・ 北京
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エコマークは (公財)日本環境協会の登録商標です。

「エコプロ ２０１６」 に出展しました

２０１６ 年 １２ 月 ８ 日～１０ 日に東京ビ ッ グサ イ ト にて

開催された 「エ コプロ ２０１６」 に出展し ま し た。 ブー

スでは、 エコマーク の最新情報と し て、 ホテルでのエ

コマーク認定、 植物由来プラ スチ ッ ク を使用し た容器

包装、 海外の環境ラベル と の相互認証について、 パネ

ル と商品展示によ り ご紹介し ま し た。 エコマーク アワ

ー ド ２０１５ 受賞団体の紹介や、 エコマーク認定のユニ

フ ォームの展示も行いま し た。

　 また、 イベン ト 初日の ８ 日には、 国際シンポジ ウ ム

「世界のグ リ ーン公共調達 と 環境ラ ベルの最新動向」

（主催 ： 環境省、 日本環境協会） を開催し ま し た。 持続

可能な消費と生産に向けた日本の取組、 横浜市でのグ

リ ーン購入の取組、 な らびに海外の最新動向と し て ド

イ ツ、 ア メ リ カ、 ベ ト ナム、 韓国、 タ イ、 台湾から専

門家を招き、 それぞれ講演いただき ま し た。

　 エコマーク展示ブースおよびシンポジ ウ ムにお越し

いただき、 あ り が と う ございま し た。

左 ： エコマークブース

　 　 の様子

右 ： 国際シンポジウム

　 　 の様子

【エコマークからのお知らせ】

■イベン ト出展の予定

２月１８日 （土）、 １９日 （日） に愛媛県松山市のア イ

テムえひめで開催される 「まつやま環境フ ェ ア ２０１７」

に出展し ます。お近く の方はぜひお立ち寄り く ださい。

■エコマークパネル展を開催し ています

 東京都足立区の リ サ イ ク ルセン ター あだち再生館

にて、 エコマーク の紹介パネル と エコマーク認定商品

のサンプルを展示し ています。 あだち再生館では、 パ

ネル展のほかに環境に関する講座や工作教室など も行

っていますので、 お近 く の方は足を運んでみてはいか

がでし ょ う か。

■エコマークニュースは １００ 号を迎えました

１９９６ 年に発行を開始し たエ コ マー ク ニ ュースは、

今号で １００ 回目の発行 と な り ま し た。 今後 も 引き続

きのご高覧をお願いいた し ます。


